
 

 

 

 

 

学校の外で学ぶこと 
千川中学校長  紅床 直也 

 

 学校教育は須らく人格の完成を目指して行うべきものですが、教室を中心とした学内での座学の他に

校外で学ぶ取組も設定されています。そうした取組で代表的なものが、旅行的行事です。９月７日から

３日間、２年生の「尾瀬移動教室」が行われます。 

自然豊かな尾瀬ヶ原近くの宿泊施設での共同生活は、中学校生活１／２が終わった時点での成果をも

とに、これまで何を学んできたのかが問われることになります。集団生活の中では個人の我が儘は許さ

れませんし、友人の今まで見えなかった良さを発見し、自他が協力して高め合う集団作りの実践の場と

なります。学校現場では授業時数確保の流れの中で、行事の精選が進められてきましたが、本区では中

学校の宿泊行事として１年生の「スキー教室」と２年生の「移動教室」、３年生の「修学旅行」は根強く

残っています。寝食を共にする体験は、何よりも集団の絆の強化につながります。 

私の中学校時代の移動教室は２年生で実施された「スキー教室」でした。父母の実家は東京にありま

したので、スキーやスケートを経験するためには、そのための家族旅行を企画するしかないご時世で、

冬季スポーツの体験は全くありませんでした。実際にやってみると、スキー靴の履き方からはじまり、

歩行練習、ゲレンデでのボーゲンの訓練を受けて、最終日にリフトで頂上まで行って降りてくるといっ

たメニューでした。おっかなびっくりではありましたが、何とかこなし、それなりの充実感を持って帰

路についたものです。 

 大学に入学後、体育の実技として２つの競技を選択しなければならなかったときは、それまで一度も

経験したことのなかった「スケート」を選びました。中学校の時に経験したスピード感や爽快な気持ち

を、もう一度味わってみたかったからでもあります。今は姿を消した池袋のスケートリンクに営業前の

早朝から出かけて、講義を受けました。スキーとはまた違った難しさがあり、足の痛みに耐えながらテ

ーピングをしての練習となりましたが、今までできなかったことができるようになる喜びは何物にも代

えがたいものでした。 

 学校を離れた特別な環境の中での学びは、子どもたちの持つ潜在能力を飛躍的に伸ばすきっかけにな

ることがあります。それは技術面だけではなく、協調性や意志の力といった大人として成長するために

必要不可欠な能力を磨く場となります。 

１０月１日から始まる３年生の「修学旅行」は旅行的行事の集大成です。自分たちで計画したルート

を時間通りにたどり戻ってくる学習は既に「都内めぐり」でも経験済みですが、土地勘が無い場所での

体験的学習は、３年生の進路選択・上級学校選びにも繋がっていきます。同じ上級学校でも特定教科に

重点を置いている学校、資格試験を受けることを重要視している学校とさまざまです。職業科の高校な

ら、さらにその特徴は顕著となります。自分の責任で将来へのルートをしっかり見据えて納得した学校

選択を行った生徒は、その後の学習へのモチベーションが格段に高まります。 

２学期は、上記の他に文化祭をはじめ、大きな行事が目白押しです。ご家庭でも自己健康管理能力を

高めてあげながら、有効な時間の使い方についても話し合っていただけたら、ありがたく思います。 
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 ９月３日（土）のとしま土曜公開授業において、課題別学習教室を開催しました。この取組は、自分

の興味・関心に応じて講座を選択して受講し、これからの自分の生き方に活かし、さらに学びたいこと

を決めるきっかけとするためのキャリア教育の一環として毎年行っています。その分野で仕事をされて

いる企業や財団等の方を講師にお招きし、お話をうかがいました。 
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課題別学習教室を開催 

 生徒の活躍 
○バドミントン部 東京都中学校バドミントン選手権大会Ｂブロック予選会 

         女子シングルス ３位 ＊＊＊＊（３年）  

 ○吹奏楽部 東京都中学校吹奏楽コンクール 銀賞 

 ○男子バスケットボール部 ＨＯＴカップ準優勝 優秀選手賞 ＊＊＊＊（２年）  

 ○豊島区中学校連合水泳大会  ２００ｍフリーリレー 男子６位、女子６位 

     男子：＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊（２年） 

女子：＊＊＊＊（３年）、＊＊＊＊（３年）、＊＊＊＊（３年）、＊＊＊＊（１年） 

    （千川中代表として１８名の生徒が参加し、運営のお手伝いもよくやってくれました。） 

  

 

 

 

 

 

 

 

＜租税＞ 

 税金の必要性からスター

トし、「おもいやり」「公平」

というキーワードに沿って

私たちのこれからの社会に

ついて考えました。 

 

 

 

 

 

 

＜金融＞ 

 マネープランゲームを通

して、人生におけるライフイ

ベントとそれにかかわる費

用を知り、計画性をもって生

活することを体感しました。 

 

 

 

 

 

 

＜環境＞ 

 先端材料と地球環境問題

とのかかわりについて、実験

を通して体感し、科学技術が

身近な生活で役立っている

ことを学びました。 

 

 

 

 

 

 

＜留学生１＞ 

 アメリカ合衆国の留学生

の方から、アメリカの人々の

暮らしや文化について、写真

や実物の資料を交えてお話

を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

＜ふるさと＞ 

「豊島ふるさと学習」の一環

として、豊島区の歴史や文化

財について、発掘された実物

に触れたり、古文書を読み、

郷土への思いを深めました。 

 

   

  

 

 

＜留学生２＞ 

 エジプトの留学生の方か

ら、エジプトの人々の暮らし

や文化、日本での留学体験に

ついて資料をもとにお話を聞

きました。 


